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本史跡には、大形円形建物跡を中心とする縄文時代中期から後期の集落跡が良好に残されており、当時の習

俗と葬送儀礼を示す特異な遺物が出土している。また、北上川を望む舌状台地上で縄文時代から中世まで続く

土地利用がうかがわれる。こうした本質的価値を確実に保存し、有効に活用していくために、現状と課題を踏

まえ、計画的かつ実効性のある取り組みを進めていく必要がある。

そのためには、本史跡の管理団体である北上市が、地域住民をはじめとする市民、各種団体等と連携し、そ

れぞれの役割を明確化し、合意形成を図りながら、取り組みを進めていく仕組み・体制を構築することが求め

られる。その上で、日常的・定期的な維持管理を進めるとともに、教育文化・観光・まちづくり・地域活性化

等の観点から、史跡を活かす取り組みが重要になる。

そこで、本史跡に関わる様々な主体である、行政・地域・市民等が共有する、史跡の保存・活用の大綱（基

本理念）を、史跡の本質的価値を踏まえながら、次のように設定する。

第６章　大綱・基本方針

第１節　大綱

地域とともに進化（深化）を続ける縄文時代の祈りの村「八天遺跡」

前節で設定した大綱を実現するために、以下のとおり基本方針を定める。

第２節　基本方針と方向性

（１）基本方針

〇史跡の本質的価値を恒久的に保護し、確実に未来に継承する。

〇協働の手法を活用しながら、地域を核とした史跡の保存管理・活用を行う。

〇市内の他の史跡や文化財・教育文化施設と連携した保存管理・活用を行う。

〇縄文時代の生活と祈りを身近に感じられるような活用整備を目指す。

〇北上川を見渡す景観の過去と未来に思いを馳せることのできる空間の創出を目指す。

〇継続的な調査研究により、発見の驚きと喜びに満ちた空間の創出を目指す。

また、基本方針に基づき本質的価値や現状と課題等を踏まえ、保存、活用、整備、運営・体制の方向性を設

定する。

〇�本史跡の本質的価値を構成する縄文時代の遺構・遺物について、調査・活用・整備と調整しながら、保護層（盛

土）等により確実な保存を図る。

〇�史跡指定地の土地の公有地化に取り組むとともに、指定地周辺において本史跡との一体的な保存・活用が

必要な区域が確認された場合には、追加指定を検討する。

（２）保存の方向性
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〇�本史跡の本質的価値と一体となった地形・景観について、適切な保存管理方法を検討するとともに、指定

地内における遺跡の価値に関連しない施設について、適切な扱いを検討する。

〇内容確認のための調査・研究を継続的に行い、集落の全体像や時期的な土地利用の変遷等の解明を目指す。

〇本史跡の本質的価値や発掘調査の成果について、史跡整備過程も含めて積極的な公開に努める。

〇�八天遺跡をはじめ本市に立地する史跡について、学校教育・生涯学習・地域行事の場において学ぶことが

できるような機会を創出する。

〇�八天遺跡をはじめ本市に立地する史跡について、ホームページ等を含め多様な手段・媒体を活用しながら、

広く情報の提供・発信に努める。

〇�本市に立地する史跡や博物館等を関連資産として一体的にとらえ、連携した活用が図られるような取り組

みについて検討する。

（３）活用の方向性

〇本史跡の保存を前提として、本質的価値を十分に活かした整備を計画的に実施する。

〇市民・地域・学校等と協働し、持続的な管理・活用が可能となる整備を実施する。

〇地域社会の拠点となり、地域住民の活用に資する整備を実施する。

〇周辺文化財との一体的な活用が可能となる整備を実施する。

〇周辺の自然環境を活かした整備を実施する。

（４）整備の方向性

〇�本史跡の保存については、今後とも管理団体である北上市が主体となり、土地所有者とも連絡調整を図り

ながら進めていく。

〇本史跡の活用、整備、維持については、北上市及び地域住民が主体となって、協働で取り組む。

〇�整備を円滑に行うため、国・県・庁内の関係部局・地域住民や関係機関と情報共有や連絡調整を行いなが

ら管理運営を行う。

〇�地域住民や関係団体（研究機関・学校・各種法人等）と協力して本史跡の保存、活用に取り組める体制を

構築する。

（５）運営・体制の方向性
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